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羅鞍 竜収 支 報 告

(ふ りがな)(

※収支報告書は、提出されたものがそのままインターネット上において公表されます。

一 口
./1

※該 当す る区分 に 「!」 を付 す こ と。

政 治 団 体 の 区 発

圭
目(平 成２6年 分)

芒イ 政党の支部 口 政 党

口 鶴灘鐙 治団体 口 政治資金団体

□ 詔 響 治団 □ 辮 雛 欝 落孟体

みんしゅとうちばけんだい１２くそうしぶ>

　

1政 治 団 体 の 名 称}る 主庖 予麹 黒 環}ノ2区 糸能支著

2

3代 表 者 の 氏 名田嶋要

4会 計責任者の氏名 石井 恵子

民主党千葉県第12区総支部

活 動 区 域 の 区 分

主たる事務所の所在地千葉県木更津市東太田１-9-30 口2以 上の都道府県の区域等

栩/同 一の都道府県の区域内

資 金 管 理 団 体 の 指 定 の 有 無
!一 、

問合せ先

(担当者)石井恵子

国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 区 分 『 無

□ 有(政治資金規正法第19条 の7第1項)

㎡ 第1号 に係る国会議員関係政治団体

□ 第2号 に係 る国会議員関係政治団体
・公職の候補者の氏名 田 鴻 卑

(以 下 指定 「有」の場 合のみ記載)

・公職の種類

電話

)０４３８－９８－０８００)
(該当する方に○→)(現 職 ・ 候補者)

・資金管理団体の届

出を した者の氏名

・公職の種類 接 議 鼠 議 庚
㌧㌔ ノ (該当する方にo→)(⑱ ・ 候儲 〉

・国会議員関係政治団体に関する特例の適用期間

□1年 を通じて適用

口 対象年の途中での適用の異動あり

(「異動あり」の場合のみ以下を記入)

平成 年 月 日 か ら 平成 年 月 日 まで

'、

【留意事項】

国会議員関係政治団体については,1万 円

を超える支出を記載 し,コ ピー機により複写

した領収書の写 しを添付すること。

なお,す べての領収書 を保管すること。
㌧ ノ

・資金管理団体の指定の期間

□1年 を通じて適用

口 対象年の途中での適用の異動あり

(「異動あ り」の場合のみ以下を記入)

平成 年 月 日 か ら平成 年 月 日 まで

注意

(1)こ の表紙に記載する内容は、問合せ先の欄を除き、政治団体に関して届出た

内容と一致すること。

(2)記 載 した内容を訂正する場合は、会計責任者の押印が必要です。

(3>提 出にあたっては、記載されたページのみ提出してください。

(下 は選挙管理委員会が記 覧。政治団{は 何 も記載 しないこと)

団体 コー ド 年分 届出年月 日 翌年への繰越金
ノ

ム1 曾3y30 )6之 7 o 奮 ユ 6 %〈 ←1《≠oo



○ ○

収 支 の 状 況
注意 ・収支がない団体 にあって も、本表 と表(そ の17)及 び表(そ の20)官 誓量は提 出 しなけれ ばな らない.

全団体必要
(そ の2)

1.収 支 の総 括 表

(1)収 入 総 額(①+②)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 1 0
十億

4

百万

ノ

千

320

円

00ご つ

①(前 年 か ら の 繰 越 額)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 2 0 360 000

②(本 年 の 収 入 額 二囚+回+回+回+回+回+回)一 一 ・・… 0 3 0 1 960 ご>06)

(2)支 出 総 額(表(そ の13-1)の 合 計 額)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 4 0 5二よ 引!ζ00

(3)翌 年 へ の 繰 越 額((D-(2))・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 5 0 ク64 400

2.収 入囎 別金額 の内訳 ※収支が なし・胎 であっても、・1・ 一 ・5・ の欄 に【ますべて記入する こと.」

(1)個 人の負担す る党費又は会費

1

/

/

1/

l
l

!

l

l

l

l
l

l

金 額 囚'''"　 ''''"　 '''''''''" 0 6 0
十億 百万 干 円

員 数 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 7 0
人

(2)寄 附

ア 寄 附(イ を 除 く 。)の 区 分 行 番 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 0 8 0
十億 百万 干 円

1内 訳を表(そ の7-1)へ 記載すること・

〔 う ち 特 定 寄 附 〕 0 9 0
■

(イ)法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附 1 0 0 ■
内訳 を表(そ の7-2)へ 記 載す る こと。

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附
暫一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一1■■幽1■幽■■一 一 一 一 一 一 一 一 ■ ■ ■

小 計(ア)+(イ)+(ウ)

1

1

1

2

0

0
一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■ ■ 一 ■ ■ ■ 吊 騨

■

■

内訳 を表(そ の7-3)へ 記 載す る こと。
■一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

〇80～110の 小計 を記載 す る こ と。

〔寄附の うち寄附 のあっせん によるもの〕 1 3 0
'内 訳 を表(そ の8)へ 記載する こと

。

イ 政 党 匿 名 寄 附 1 4 0
■
内訳 を表(そ の9)へ 記載する こと。

合 計 回(ア+イ) 1 5 0 樽

※ 「特定寄附」 とは、候補者等 が、政党か ら受 けた政治活動用資金 を 自己の資金管理 団体 に寄附 したものをい う。

※ 「政党匿名寄附」 とは、政党が街頭や講演会等で受 けた一件千 円以下の寄 附をい う。
全団体必要

I

I



○ ○

(そ の5)

(5)本 部又は支部から供与された交付金に係る収入

交付金を供与 した本部又は支部の名称 金 額 年月 日 主たる事務所の所在地 備 考

薩主兜篠 毅縦 支畜漣 ∠齢
十億 百万 千

30

円

000

・叡2乙 」午

国2?θ

.↓ 二}耕 ¢'レ

予繭 炉褄 区丘遠 き♂hμ 卒

薦 彪千桑編 妓吾涯舳 30 000 聾 皇為 '/

'ノ ∂α000 塗齪 繹 〃

り 3.0 ζ>oO 聾澹 β !ノ

〃 ?0 ooo 脳塾 !!

ノノ ∂0 000 纏総詔 〃

'ノ 30 ooo
輸 ぐβ '/

〃 」!) oご 〉ご)
議
ρ く一β

ノノ

!/ do 0!フ ζ)豊 簸8β '!

!ノ 立o 001) 聾鈎 !ノ

〃 虎)6葦000 勝総 僧 !/

〃 ノ之0 ooδ 際 鶴 β !ノ

8 0 0 こ の 頁 の 小 計
%乙

〆
ζ200'

9 0 0 合 計 回 %o 000/



○ ○
(そ の13-1)

3.支 出項 目別 金 額 の 内 訳

(1)支 出の総括表

一

項 目 金 額 備 考

1経 常 経 費 十億 百万1千 円

一 ■

(1)人 件 費 0 1 0 1

(2)光 熱 水 費 0 2 0 τ

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 0 3 0
§

(4)事 務 所 費
■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 糎■■幽一1■ ■幽1隔■■1胃胴噛1関■■1-■脚輌胃胴噂唱■幽噂一 願幽■画一 一 一

小 計((1)～(4))

0

8

4

0 万■
一_o________L話 ζ2匙2ρ2

}40}00δ

∠,______________________一

ノ

2政 治 活 動 費 十億 百羽 千1円

9■■暉,

(1)組 織 活 動 費 0 5 0

(2)選 挙 関 係 費 0 6 0 ll

(3)機 関紙誌 の発 行 そ の他 の 事業 費 ※ 0 7 0 ぐ

丙

醒

一面

ア 機関紙誌の発行事業費 0 8 0 一

■

一

一

.※(080)行 か ら(110)行 の合 計 を 、

(070)行 に記 載 す る こ と

イ 宣伝事業費 0 9 0
■

ll

ウ 政治資金パーティー開催事業費 1 0 0 ll

エ その他の事業費 1 1 0 ll

調 査 研 究 費 1 2 0 ll

(5)寄 附 ・ 交 付 金 1 3 0
ll

l6ン 」5‡6」ρo 〆

⑥ そ の 他 の 経 費
■圏騨9■■■1■■■一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

小 計((1)～ ⑥)

1

8

4

0

0
-■ ■■■ ■■■関■ 輌h■9

1
■

■
ll噂一闘旧一一一「一 一刊 一■■■一■■■一■■■ ■■■■■一■■■■■■■ ■■■■'

げ/ぶ ζ00・ う ち本部 ・支部問の交付金合計26院600月

合 計 9 0 0 〈
ヨ ヨ

{(六55て ゼくご>6 貯(800)行 と(801)行 の合 計 を記 載 す る こ と

Ψ

注意 支出が存在する場合は、下表に従い必要書類を添付すること(詳 細は表(そ の14)、(そ の15-1)及び(そ の15-2)の 注意書きを参照。 本 部 又 は 支 部 に 対 して 供 与 し

団体区分 個別に記載する金額 経常経費内訳書(その14} 政治活動費内訳書(その15-1} 政治活動費内訳書(その15-2〕 た交付金 に係 る支 出が あ る場

合 は、(そ の16)を 添付 す る
こ と。国会議員関係政治団体 1件1万 円を超える支出 必要

必要
政治資金パーティーを

開催した場合に必要
上記以外の政治団体

倣党・飴 管理団体後援会等)
_円_出 糖 灘 不要一

※資金管理団体は必要一



○

(そ の14-3)

○

資金管理団体 ・国会議員関係政治団体用

(2)経 常経費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項目別区分 事務所費

支 出 の 目 的
張具体的に記入すること。

金 額 年 月 日
支出 を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を 受 け た 者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

監 査 料/
十億 百万 午

40

円

ooζ)
轍 冶 ト
/
、伽 ♪o潔 、

}

〆 、 千震后稲 毛区 虜生醸7砕6 /

斎牽火鹸 運婚諾雌

こ の 頁 の 小 計
4201ワ0、 〆

※1件 当た りの金額 が、国会議員 関係政 治団体:1万 円以下、それ 以外 の〉

政 治団体:5万 円未満 の支 出は、一括 してその合計額 を 「その他 の支 出」

欄 に記載す ること(領 収書の写 しも不要)。
/な お、国会議員 関係 政治団体 はすべ ての領収 書を保管 する こと。

それぞれ別葉として作成すること。

」に振込明細書の写しを添付して提出すること。

そ の 他 の 支 出 lo
合 計

≡

40}000
注意(1)経 常経費(人 件費を除く。)の 支出があれば、必ず本表の提出が必要である.

② 項 目別区分は、 「光熱水費」、 「備品 ・消耗品費」、 「事務所費」 とし、

㈲ ①国会議員関係政治団体:1件 当たりの金額がユ互旦超の支出について記載 し、コピー機により複写 した領収書の写 しを添付すること。

②それ以外の政治団体:1件 当た りの金額が5万 円以上の支出について記載 し、コピー機により複写 した領収書の写 しを添付すること。

(4)領収書を徴 し難かったものについては、 「領収書等を徴 し難かった支出の明細書(別 添第8号 様式)」 を提出すること。

(5)金融機関等への振込による支出は、 「振込明細書に係る支出昌的書{別 添第8号 様式の2)



■

○ ○
(その15-1)↓ 該 当する項 目に必ずOを すること ↓該当する分類を必ず記入すること

(2)政 治活動費の内訳 項目別区分

(該 当する項 目にO)
1.組 織活動費5.そ の他 の事業費

2.選 挙関係 費6.調 査研究費

艦 騰 雲発行事業費 韓 矯 鑛

項目別区分
小分類

(その13-2)注 意事項のうち、項目

別区分(小分類)例 を参考に記入

l

l
l

l

(雰 飾 金)
支 出 の 目 的

来具体的に記入す るこ と。
金 額 年 月 日

支 出 を受 けた者 の氏 名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を 受 け た 者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

備 考
噛

尋 附/
十億 百万 千

28

円

000
被2綿
/12醒2母 、/石f卜 宏 δ一、後 援!嵐!

細 齢 ぶ酬岩塑碍東坂栂み涜κ4タ
/

こ の 頁 の 小 計 きゆ0000, /

1件 当たりの金額が、国会議員関係政治団体:1万 円以下、それ以外の政治団体(政 党 ・資金管理

団体 ・後援会等)5万 円未満の支出は、一括 してその合計額を 「その他の支出」欄に記載すること

(領収書の写しも不要)。 なお、国会議員関係政治団体はすべての領収書を保管すること。

」に振込明細書の写しを添付して提出すること。

そ の 他 の 支 出
}
}0 〉※

/合 計
≡

2戯ooo
注意(1)政 治活動費の支出があれば、必ず本表の提出が必要である。ただし、政治資金パーティー開催事業費にっいては、表(そ の15-2)へ 記載すること。

② ①国会議員関係政治団体:1件 当たりの金額が一 出について記載 し、コピー機により複写した領収書の写しを添付すること.

②それ以外の政治団体(政 党 ・資金管理団体 ・後援会等):1件 当た りの金額が5万 円以上の支出について記載し、コピー機により複写した領収書の写しを添付すること。

⑧ 領収書を徴 し難かったものについては、 「領収書等を徴し難かった支出の明細書(別 添第8号 様式)」 を提出すること。

(4)金 融機関等への振込による支出は、 「振込明細書に係る支出目的書(別 添第8号 様式の2)

㈲ 項目別区分は、総括表の項目を、適宜、小分類し、それぞれ別葉として作成すること。



○ ○
(その15-1)↓ 該 当する項 目に必ずOを すること ↓該当する分類を必ず記入すること

(2)政 治活動費の 内訳 項目別区分

(該 当す る項 目にO)
1.組 織活動費5.そ の他の事 業費

2.選 挙関係 費6.調 査研究費

讐 糠 雲発行事業費(羅 驕 縷 ノ

項目別区分
小分類

(その13-2)注 意事項のうち、項 目

別区分(小分類)例 を参考に記入

(交 有心/)
支 出 の 目 的

燕具体的に記入す ること。
金 額 年 月 日

支 出 を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を 受 け た 者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

備 考

交 イォ念/
十億 百万 喉 円

≧6ぶ!く00
輯 ど6午
・?匁36β 、尻主党十集県添嬢 誉}・榛 県オ更麺 方東八御〃-3∂ /

! !

こ の 頁 の 小 計
2κ 、ぐ κoo、

/

1件 当たりの金額が、国会議員関係政治団体:1万 円以下、それ以外の政治団体(政 党 ・資金管理

団体 ・後援会等):5万 円未満の支出は、一括してその合計額を 「その他の支出」欄に記載すること

(領収書の写しも不要)。 なお、国会議員関係政治団体はすべての領収書を保管すること。

」に振込明細書の写しを添付して提出すること。

そ の 他 の 支 出 o
〉※

/合 計 26,詣 κoo

注意{1)政 治活動費の支出があれば、必ず本表の提出が必要である。ただし、政治資金パーティー開催事業費については、表(そ の15-2)へ 記載すること。

(2)① 国会議員関係政治団体:1件 当たりの金額が」五 巴超の支出について記載し、コピー機により複写した領収書の写しを添付すること。

②それ以外の政治団体(政 党 ・資金管理団体 ・後援会等):1件 当たりの金額が5万 円以上の支出について記載し、コピー機により複写 した領収書の写しを添付すること。

③ 領収書を徴し難かったものにっいては、 「領収書等を徴し難かった支出の明細書(別 添第8号 様式)」 を提出すること。

(4)金 融機関等への振込による支出は、 「振込明細書に係る支出目的書(別 添第8号 様式の2)

(5)項 目別区分は、総括表の項目を、適宜、小分類し、それぞれ別葉として作成すること。



○ ○

(そ の16)

(4)本 部又は支部に対 して供与した交付金に係る支出の内訳

l

i

l
i
lI

i

支 出 項 目 金 額 年 月 日
交付金の供与を受けた
本 部又 は支部 の名称 主たる事務所の所在地 備 考

`

寄 酌 ・慶デ捻/

十億 百万 千{円

藍

之651κ0α
伽 路
!?角 「30口.凝縣癬殺漸璽/ 繰 磁 塑 堕醐 ノー佃o /

}
'

}
}

;
ヨ

■

1

1

■

i

8 0 0 こ の 頁 の 小 計 26≦60/)/

1

9 0 0 合 計 26ぶ 孟o∠ 才



○ ○

(その17)資 産 等 の 状 況

1資 産等の総括表

全団体必要

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分
1416

有 ※注(3惨 照
88

無 備 考

ア 土 地 0 1 0 口 訂

イ 建 物 0 2 0 口 宮

ウ 建物の所有を目的 とす る地上権又は土地の賃借権 0 3 0 口 団

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 0 4 0 口 回

預 金(普 通預金 及 び 当座 預金 を除 く。)若 しくは貯金(普オ
通 貯金 を除 く。)又 は郵 便貯 金(通 常郵便 貯金 を除 く。) 0 5 0 [コ 厨

力 金 銭 信 託 0 6 0 口 厨

キ 有 価 証 券 0 7 0 口 口

ク 出 資 に よ る 権 利 0 8 0 口 口

ケ 貸 付 先 ご との残 高 が100万 円 を 超 え る 貸 付 金 0 9 0 口 厨

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 1 0 0 口 回

サ 取 得 の価 額 が100万 円 を超 え る施設 の利 用 に 関す る権利 1 1 0 口 口

シ 借 入 先 ご との残 高 が100万 円 を 超 え る借 入 金 1 2 0 口 口

注意(1)す べて の団体 が提 出す るもので あるこ と。

② 団体 としての資産等 について記載す るものであ り、全ての項 目につい て有 ・無 のいずれ かに 「!」 を付す こ と。

(3)「 有」欄 に!を 付 けた資産等 につ いては、その内訳 を表(そ の18)に 記載す る こと。

全団体必要



臣

忌

(そ の20)

○

宣 誓

○

全団体必要

書

添 付 書 類(別 添のとお り)

画領収書等の写 し

画政治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

※添付 した書類の 「□」 に 「/」 を付す こと.

真実に相違 あ りませ ん。

平 成27年 ぎ一月 ♪0日

離 党 乍縣 垢 〉巳細鱗

この報告書は、政治資金規正法 に従 って作成 した ものであって、

政 治 団 体 の 名 称

会計責任者 の氏名 為 崎 鳥 各 璽

(以下は解散届提出時のみ記入)
(代 表 者 の 氏 名 ㊥)

※解散の揚合は、解散届も必要となります。

全団体必要
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政 治 資 金 監 査 報 告 書

平成之ク年 銅2° 日

民主党千葉県第12区 総支部

代表 田 嶋 要 殿

菱甥

登録政治資金監査人 齋 木 央',財

登録番号 第689万

研修終了年月 日 平成20年10月17日

○
1監 査の概要

(1)私 は 、 政 治 資 金 規 正 法(以 下 「法 」 とい う)第19条 の13第1項 の規 定

に基づき、民主党千葉県第12区 総支部の平成26年1.月1日 から平成

26年12月31日 までの法第12条 第1項 に規定する報告書並びに当該

報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等を徴し難かった支出の明細書等
及び振込明細書(以 下 「会計帳簿等の関係書類」 とい う)に ついて、支出

に関する政治資金監査を行 った。

(2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところにより政治

資金適正化委員会が定める(政 治資金に関する具体的な指針)(以 下 「政
治資金監査マニュアル」 とい う)に 基づき行った。

(3)私 の責任は、外部性 を有する第三者 として、国会議員関係政治団体の会計

責任者の作成 した会計帳簿の関係書類について、政治資金監査マニュアル

○
に基づき政治資金監査を行った結果を報告する事にある。

(4)こ の政治資金監査は民主党千葉県第12区 総支部の主たる事務所(木 更津

市東 大 田1-9-3Φ にお いて行 った。

2監 査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果は、(別 記)を 除き、以下のとお りである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定する事項について、会計帳簿、明細

書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書等及び振込明細書が
保存 されていた。

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事項 において、会計の帳簿には

当該国会議員関係政治団体にかかるその利における支出の状況が記載され
かつ、当該国会議員関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えてい

た 。
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(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定する事項にっいて、法第12条 第1

項に規定する報告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴 し難

かった支出の明細書等及び振込明細書に基づいて支出の状況が表示 されて
い た 。

3業 務制限

民主党千葉県第12区 総支部 と私 との間には、法第19条 の13第5項 に規定

に違反す る事実はない。

また、民主党千葉県第12区 総支部と政治監査の業務を補助 した使用人その他
の従業員 との間においても、同様である。

以上

○

○


